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〒636－0302　奈良県磯城郡田原本町宮古395-1

吉野共生
プロジェクト

ならコープ品質保証
活動レポート
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品質保証部



　お蔭様で「第 10 次中期計画」最終年度となる 2015 年度
の到達点は、奈良県内で 26 万 3,151 人、45％を超す世帯が
加入される組織に成長でき、出資金残高は 97 億 1,501 万
円と前年同期を 3億 371 万円上回りました。組合員の皆様
のお買物とご利用結集によって供給高は 382 億 9,644 万円、
無店舗事業と店舗事業の両方で前年実績を超過できました。
その結果、経常剰余金は 7億 7,413 万円となり、増収増益
の良好な決算となりました。これもひとえに奈良県をはじ
めとした行政・自治体の皆様、全国各地の生協仲間の皆様、
共栄会を中心にしたお取引先各社の皆様のご指導、ご支援、
ご協力を得てなしえた結果と考えております。感謝申し上
げます。この間、ご協力、ご支援、ご理解をいただきまし
た関係各位に、心からお礼を申し上げます。
　2015 年度も「たすけあい、ささえあい、わかちあい」
を広げる被災地支援の取り組みを継続できましたが、東日
本大震災及び紀伊半島大水害からの復興「支援活動積立金
（2,000 万円）」を活用し、被災地に寄り添った 5年目の支
援を続けました。「岩手ボランティアバス企画」は合計 7
回の実施で 98 人が参加、「ＮＰＯ法人桜ライン３１１」が
主催される津波到達地点を桜の植樹でつなぐプロジェクト
事業に 12 月に役職員 24 人が参加できました。「福島の子
ども保養プロジェクトｉｎなら」の開催とともに子どもの
遊び場づくり、被災者の心のケアと生活自立を活動の柱に
して取り組みました。地元奈良県では紀伊半島大水害から
の復興と南部東部活性化イベントとして宇陀市で開催され
た「奥大和ゆうゆう祭 2015」に参加できました。これら
の支援活動を継続できて、被災地とのつながりを強めるこ
とができたことが新たな連帯と交流を生み出し、大きな確
信となりました。なお、奈良県内での地域的な取り組みと
しては北・中・南という３つのエリアと県下各地でならコー
プネットの活動が展開され、環境・エネルギー・福祉・子
育て・平和・ユニセフ・消費者運動等の各分野で、様々な
サークル活動が進展しました。活動地域の広がりを実現で
きたことが大きな成果となっています。
　さて、2016 年 4 月に奈良市恋の窪本部で新しい“たす
けあい・ささえあい・わかちあい”の本部事業棟が竣工、
5月から「あすならハイツ恋の窪」として共同で運営して
おります。高齢社会への対応として組合員のくらしをささ
える奈良市三笠地域での在宅介護サポート活動を具体化し
てまいります。また、奈良県農業協同組合（ＪＡならけん）、
奈良県森林組合連合会、奈良県生活協同組合連合会の皆様
と取り組んできた吉野の森と水をまもる運動が「吉野共生
プロジェクト」に発展、吉野事業所が 5月に開設できまし
た。南部東部産業振興の拠点、物産品集荷などの中継点に
できるよう運営していきます。加えて、コープなんごうの
建設を進めており、秋の開店をめざしています。
　今年は、熊本・大分地震など各地で自然災害が連続して
発生しています。国内の経済では、2017 年 4 月に実施さ
れる予定の消費税再増税によって個人消費動向や国民生活
に大きな変化が危惧されてます。国内政治・農林水産・食
品流通・環境エネルギーなどの分野でも激変が予想され、
不確実・不安定な時代を生き抜いていくために人間力の結
集と人々の協同たすけあいがますます重要な意味をもって
きます。地域の自立をささえる組織と運動が必要とされま

すが、わたしたちの市民生協は、広範な人々のくらしにとっ
て頼りになる存在になっていけるよう、ならコープグルー
プとして力を蓄え、社会福祉法人協同福祉会並びに奈良県
生活協同組合連合会の仲間とともに、さらなる成長ができ
るよう努力を重ねます。今年の 4月に、奈良県と「連携と
協力に関する包括協定」を結ぶことになりましたが、これ
から、高齢者生活支援などの広い分野で市町村との連携で
きる機会が増えます。奈良県の地域特産品普及、環境保全
型農業ビジネスの支援、地域分散型エネルギーシステムの
構築などの新しい分野で新たな連携の関係づくりを推進い
たします。奈良県農業協同組合様並びに奈良県森林組合連
合会様との協同、県下の各協同組合間での連携強化を柱に
しながら、市民団体・企業様とも協同・協働の提携を進め
ていくことで事業を発展させたいと考えます。
　最後に、2016 年度が初年度となる「第 11 次中期計画」
のテーマを、安心してくらせる地域づくりのために「た
すけあい・ささえあい・わかちあい」と設定しておりま
す。2016 年度の事業計画におきましては、多数者が参加
できる市民生協の事業と活動を発展・進化させ、県民の過
半数を組織できるよう、全力をあげる決意でおります。奈
良県での「地域共生社会」づくりをならコープの使命と考
え、夕食宅配、移動店舗・買物バス運行等の各地域のニー
ズに対応し、みんなの困りごとをみんなで解決していくと
いう事業の進め方や活動のあり方を各地で深化させていき
ます。奈良の地における多数者生協建設は、高齢者や生活
弱者の方々に生協に加入してもらえるよう商品・サービス
を充実させて、生涯にわたって利用してもらえる新しいし
くみづくりが不可欠です。ならコープグループの「総合力」
を生かして事業を磨き、対応力を強めたいと考えます。今、
私たちは厳しい競争時代の中にありますが、今後もこの組
織を持続的に発展させ、100 年にわたって存続させるため
には、創立時の高い「志」に立ち返って協同連帯の教訓を
しっかりと学びとり、新しい時代に適応していく必要があ
ります。古都奈良の地に多数者生協を建設し、明るく住み
よい街づくりと平和なくらしを守り、生活文化の豊かな華
を咲かせようとした奈良市民生活協同組合創設者たちの大
きな「夢」を時間がかかっても積み重ねを大切にしていき
たいと考えます。
　なお、ならコープは子会社である「㈱奈良コープ産業」、
「㈱ＣＷＳ」の 2 社と共にＩＳＯ 9001（品質）とＩＳＯ
14001（環境）を合せた「統合マネジメント」による活動
を推進しています。障がい者ととともにつくっている「㈱
ハートフルコープなら」、さらに「㈱ハートフルコープよ
しの」、「㈱コープエナジーなら」、を含め子会社 5社によ
る「ならコープグループの経営理念」に基づいて、奈良県
民の皆さんへの貢献を深めたいと考えています。奈良県の
消費者と組合員の皆様から、ならコープがあってよかった
ね！と喜ばれるグループづくりに全力をあげます。
　ここに不十分な取り組みではございますが、「統合マネ
ジメント」における 2015 年度の品質保証活動分野に関す
るまとめとして「品質保証活動レポート 2015」をご報告
申し上げます。関係者の皆様方の忌憚のないご意見をいた
だければ幸いです。

品質保証活動レポート発行にあたって
市民生活協同組合ならコープ　理事長　森　宏之

ならコープ独自の食の安心 ･安全確保ための基盤システム
❶ならコープフードセーフティシステムの概要

❷推進体制・監査

　ならコープでは組合員に確かな商品をお届けする
ためにリスク分析手法に基づき独自のフードセーフ
ティシステム ( 図１参照 ) を構築し取り組んでいます。
　フードセーフティシステムは、食品の原料から製
造、流通、供給（販売）、そして消費者までの全過程
で発生するリスク評価 ( リスクアセスメント ) を行い、
管理項目を決めて、それを継続的に管理 ･監視する
( リスクマネジメント ) とともに組合員や取引先など
ステークホルダーへの情報提供・意見交換（リスク
コミュニケーション）をおこなうシステムです。
　ならコープのフードセーフティシステムは、国際
的な食品の安全確保システムとして採用され、わが
国の食品安全基本法の第 11 条～第 21 条の ｢施策
の策定に係る基本的な方針｣ で取り上げられている
リスク分析手法の概念をベースとして構築したなら
コープ独自の食品の安全確保システム（食品の安心

と安全の確保を目標とする）です。実践に当たって
はならコープグループ統合マネジメントシステム
（ISO9001：2008、ISO14001：2004）に基づき推進
しています。
　先ずは、起こりうるリスクについて、最新の科学
的知見（国の見解、日本生協連やコープきんきの見
解、専門家の文献等）を参考に分析 ･評価し、｢商品
政策」をはじめ各種独自の基準や仕組みを作り実践
してきました。またこれらの政策や基準は、最新の
科学的知見の評価に基づき適時見直し、改定してい
ます。
　さらにこれらの取り組みや新たな施策を組合員､
消費者をはじめ取引先食品企業にも開示 ･協力を願
い､ また国や行政に対して要請することによりリス
クコミュニケーションをすすめています。

　これらの政策や基準等に基づいてならコープの商
品事業が正しく機能しているかどうかを管理する仕
組みとして品質保証部門、商品事業部門、無店舗事業
部門、店舗事業部門、総務部門、広報部門、内部監査
の責任者をメンバーとする｢ならコープフードセーフ
ティシステム推進委員会｣を毎月開催し、事故や問題
を未然に防止する施策の検討と是正措置の点検を実
施しています。
　また、システムが正しく機能しているかを客観的
に評価するため、学識経験者、組合員理事による ｢安
心安全業務監査委員会｣※を設け、半期毎に監査を受
けています。

※安心安全業務監査委員会 : ＨＡＣＣＰ、微生物分野の
学識経験者 3名、組合員理事 4名による商品事業に関
する監査を行う。2004 年から始まり 2015 年度まで
に 25 回開催された。

安心安全業務監査委員会

【図１】

システム概要図
安心安全業務監査委員会

ならコープフードセーフティシステム（リスク分析手法）

ならコープフードセーフティ
システム推進委員会

リスクアセスメント
（評価）

情報収集・分析評価

リスクマネジメント
（管理）
基準・仕組み

リスクコミュニケーション
情報・意見交換・共有化

●科学的知見
安全関連の科学技術の動向、
食品安全の国際動向、食品に
関わる法律等の動向、リスク
管理機関の動向、学会報告、
日本生協連、他生協、メーカー
見解
●調査・分析結果
・商品苦情（責任原因別で集約）
・現地点検及び商品検査の結果
・NC フードセーフティシステ
ム推進委員会でのリスク抽出

・組合員：各種組合員の会議、学習会、ホームページ、
　　　　　広報誌、コープベル
・行　政：奈良県食品安全・安心懇話会他
・取引先：取引先研修会
・社　会：ホームページ

・産直政策　・食品添加物基準
・農産基準　・農薬・動物医薬品基準
・商品表示基準　・微生物基準
・取引先選定基準　・アレルゲン表示基準
・商品仕様書点検　・入荷時点検
・在庫管理基準　・衛生管理基準
・鮮度管理基準　・温度管理基準
・重大商品事故発生時の対応基準
・現地点検　　　・商品検査
・トレサビリティシステム
・統合マネジメントシステム
  （ISO9001・14001）
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組合員の声の実現に向けて

新聞紙や古紙が溜まって困っているの。
地域の回収サービスもあるけどなかなか利用
できないわ
⇒共同購入・荷受けハウ
ス・こまどり便で 2015
年 11 月 9 日から古紙回
収がスタートしました。
原稿の商品案内書とは分
別して。新聞（新聞紙 +
折込チラシ）を回収して
います。

近所に買い物できるところがないの。
遠くのスーパーまで行けないわ
⇒ 2015 年 5月 11 日、コープみみなしから「コー
プあったか便移動店舗 2号車」の運行がスター
トしました。以前から要望の多かった、県中南
和地域（橿原市、宇
陀市、桜井市、天理
市）の合計 38 か所
の停留所へ運行して
います。

組合員の声　実現事例

コープベル

組合員の声
中央推進委員会

組合員の声 組合員の声

　組合員の声は、配達時や店舗でのお買い物時、コール
センターやコープベル、ホームページ、組合員のつどい、
総代会などを通じて寄せられます。

組合員の声中央推進委員会
　寄せられた組合員の声は、役職員一人ひとりが日々の
業務の中で課題とし、毎月開催されている専務理事を委
員長に、組合員理事や各部門の責任者で構成される組合
員の声中央推員委員会で声を共有化し、実現に向けて進
めています。2015 年度は 162 事例について協議し対応
の方向性と課題を確認しました。

コープベル

組合員の声・消費者の声

総代会など
わたしの
ひとこと
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舗

エリア会
分析・検討・課題化・対策

各部署・コープきんき事業連合
各会議（無店舗事業会議、店舗事業会議、
　　　　関連部署会議）

実現にむけて
集約・評価・協議・判断・課題化

組合員の声中央推進委員会
理事会

　コープベル ( フルーダイヤルで受付 ) は 1983 年 5
月の開設以降、組合員からならコープへの意見や要
望、商品に関する問い合せなどを受ける窓口として、
多岐にわたるお申し出に対し正確、丁寧、迅速に対
応しています。

　2015 年度は 647 件のお申し出をいただきました。
接遇や商品などの苦情は 120 件、喜びの声をいただ
いた事例は 28 件ありました。コープベルにいただい
たお電話の内容は全部署に発信し、組合員さんの声
が事業に反映されるようにしております。

商品へのお申し出の対応
　ご利用頂いた商品について「味やにおいがおかしい」「異
物混入があった」「すぐに壊れてしまった」などの申し出に
ついて、ならコープでは次のように対応を行なっています。
①組合員からいただいた申し出をしっかり聞き、製造元に
伝え、問題点や原因を調査し､ その対策を講じることで、
引き続きご利用頂けるようにする。
②そして、この取り組みを組合員に知っていただき、生協
への信頼に応える。

2015 年度は 2,323 件 ( 無店舗 1,916 件　店舗 407 件 ) の申
し出がありました。2014 年度は 2,602 件 ( 無店舗 2,222 件
　店舗 380 件 ) であったことから 279 件減少しました。

　申し出内容別の受付では、2015 年度は異物
混入が 616 件で 2014 年度（552 件 ) よりも 64
件増加 (111.6％ ) しました。「毛髪 97 件（昨年
103 件）」「金属 12 件（昨年 17 件）」｢ゴム 5件（昨
年8件）｣等が減少しましたが、｢動物・虫94件（昨
年 63 件）｣「プラスチック 81 件（昨年 61 件）」
｢植物片 26 件（昨年 19 件）｣ 等が増加しました。
　616 件の異物混入について調査の結果、明確
に原因を特定することが出来なかった申し出を
除き、285 件が原料選別や製造工程の管理不備
が原因と考えられました。製造元へは日本生協
連、コープきんき等を通じ再発防止に向けた改
善を要請しています。
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2015 年度

問合せ 54％

意見・要望
9％

返品・
キャンセル
3％ その他

16％

異物混入 4％
異味異臭 2％
変質変敗 5％
人体被害 1％

製品不良 6％

2014 年度

問合せ 55％

意見・要望
7％

返品・
キャンセル
5％ その他

15％

異物混入 3％
異味異臭 2％
変質変敗 4％
人体被害 1％

製品不良 8％
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ならっぴパパ
オススメ

回収時のルール

「新聞や古紙がおうちに溜まって困る…」「地域の回収サービスもあるけどなかなか活用できていない…」
という組合員さんのお役に立ちたくて、ならコープで新聞古紙回収をしております

古紙回収しております

書籍、雑誌、マンガ
段ボール類

新聞紙
折込チラシ 1度にたくさんお出しいただくと回収出来ない場合がございます。

商品案内書
(COMETやくらしのパートナーなど )の回収は現行通り行います。新聞 (新聞紙+折込チラシ )とは分別してご提出をお願いします。

ご不在置き等でやむを得ず束ねられた場合、紐や袋はお返しすることがあります。

出せないもの
出せるもの

回収出来るのは新聞と折込チラシです。書籍や雑誌、段ボールはお出しいただけません。

ご提出の際の回収物は紐や袋で束ねないようお願いします。

1回にお出しいただく新聞の量は概ね 1週間分程度でお願いいたします。

1回の回収につき
「あったかポイント」
1ポイントを
進呈！

くらしのサポート

申し出内容別分類
異物混入の内訳

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

2015 年度2014 年度2013 年度

375

2484

380

店舗

無店舗

2222

407

1916

0

100

200

300

400

500

600

700

農
産

水
産

畜
産

米 牛
乳

卵 日
配
・

冷
凍
食
品

食
品
・

飲
料
・
酒

菓
子

日
用
品

寝
具
・

衣
料

そ
の
他

2013 年度 2014 年度 2015 年度

0

200

400

600

800

1000

1200

異
物
混
入

腐
敗
・

カ
ビ

異
味
・

異
臭

縫
製
不
良

破
損
・

破
れ
・
傷

伸
縮
・

変
色

量
目
・

サ
イ
ズ

包
装
・

表
示
・
日
付

製
品
不
良

問
い
合
せ

2013 年度

2014 年度

2015 年度

その他 181
毛髪 103

金属 17
ゴム 8

紙片 5
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ガラス 1石 10
布・糸類 13
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人体由来物
（毛髪除く）3

汚れ 9
原材料
由来 58

プラス
チック 61

動物・
昆虫
63
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商品検査

微生物検査は、衛生的で安全な商品であるかを確認するために実施しています。検査結果は食品衛生法や自主基
準により評価します。

2015 年度は、11,705 点の商品で　33,308 項目実施しました。下表は検査分類別の検査数です。
新規商品の検査は無店舗と店舗で合計 3,185 点実施し、無店舗新規商品で 2点、店舗新規商品で 1点が自主基準
に不適合となり、取扱いしませんでした。

　ならコープで自主的に行っている商品検査は、無店舗・店舗で取り扱う前の新規商品検査、供給している商
品の抜取検査、店舗で加工している商品の検査、グループ会社の㈱奈良コープ産業で製造している商品の検査、
その他産直卵を採卵する鶏舎の拭取り検査等です。

【商品検査の目的】
(1) 独自に定めた商品取り扱い基準に適合している
かどうか確認する。

(2) 取り扱う商品の品質や衛生の状態を確認し、製
造者と協議して品質向上につなげていく。

【商品検査の考え方】
(1) 原料から製品にするまでの工程をＨＡＣＣＰ手
法等にもとづいて、きちんと管理していくこと
で商品の安全性を確保することが基本です。そ
の工程管理が計画どおりに機能しているかどう
か確認することが検査の役割です。

(2) 同じ手順でつくられたものであれば、一定数を

検査することで全体の傾向を確認することがで
きます。組合員の手元に届く全ての商品を検査
することはできませんので、商品ごとにどのよ
うな危害があるかを考えて製造ロットを基本単
位として代表ロットサンプルについて検査を実
施しています。

(3) ならコープでは、食品の原料から生産製造、流通、
販売（供給）、そして消費者までの全過程で発生
するリスク評価を行い、監視項目を決めそれを
継続的に監視するとともに情報・意見交換する
“ ならコープフードセーフティシステム” の検証
の一環として商品検査を実施しています。

●微生物検査

理化学検査では、表示と異なる原料 ( 畜種・遺伝子組換え原料・アレルゲン ) が使用されていないか、保存料等
の食品添加物の使用量に問題がないか、また、米や卵の鮮度等を検査により確認しています。
2015 年度は、ならコープで実施したもの、外部検査機関に検査を依頼し結果を確認したもの 6,442 検体でした。

●理化学検査

2015 年度に実施した検査の結果

残留農薬検査（外部依頼）
　11 検体で仕様書に記載されていない農薬が食品
衛生法の基準値内で検出されました。調査の結果、
いずれも意図的なものではなく、仕様書への記載モ
レと、近隣園地からの飛散と考えられました。また、
1検体で仕様書に記載されておらず、食品衛生法の

基準値を超える農薬が検出されましたが、再検査で
は検出されず、調査の結果、近隣園地からの飛散と
考えられました。
　その他の検査についてはいずれも問題ない結果で
した。

これらの商品を検査しています
惣菜、寿司、食肉製品、魚肉練り製品、和生菓子、洋生菓子等、水産加工品、麺類、豆腐、あげ類、
冷凍食品等からリスクが高いと考えられる商品。また、産直卵や産直卵を生産する鶏舎拭取り検査、
ならコープ店舗作業室の拭取り検査など。

一般生菌、大腸菌群、大腸菌、黄色ブドウ球菌、サルモネラ属菌、腸炎ビブリオ菌、腸管出血性大腸菌O-157 検査項目

※その他内訳
（鶏卵検査 108 検体、
環境拭取り検査 489 検体、
苦情品検査 12 検体）

検査分類別検査数

無店舗新規
1,261

保存検査
232

出荷検査
1,269

その他※ 609

無店舗抜取
4,028

店舗新規
1,924

店舗抜取
2,382

商品分類別検査数

惣菜 4,283

漬物 122 麺類 176

乳製品 257
牛乳 378
氷菓、氷雪 24

魚肉練り製品 82

飲料 6
鶏卵 111

その他 16

鶏舎拭取り 268
店舗拭取り 221

冷凍食品 
1,621

和・洋
生菓子
1,798

水産
1,363

畜産 979

検査項目 検査数

アレルゲン検査
卵、乳、小麦、甲殻類 ( えび、かに )、そば、落花生の微量混入がないかイムノクロ
マトキットで確認

69

畜種判別検査 馬・豚・羊・牛・鶏の 5畜種が表示通りに使用されているかを PCR 法で確認 73
ＧＭＯ（大豆）検査 遺伝子組換え大豆が豆腐、あげ等の製品に混入していないかを PCR 法で確認 76

コシヒカリ検査
コシヒカリを使用した加工品（炊飯米）にコシヒカリ以外の米が混ざっていないか
を PCR 法で確認

50

異種米判定 ( 外部検査 ) 表示されている品種以外の米が混ざっていないかを PCR 法で確認 80

リン酸塩検査 ( 外部検査 )
仕様書や商品表示に記載されていない保水性や食感をよくするリン酸塩が使用され
ていないかを確認

6

表示にかかわる原材料の確認検査

検査項目 検査数
食品添加物検査 保存料、発色剤等の使用の有無や使用量を確認 1,805
残留農薬検査（外部依頼） 産直農産物、店舗直売所商品に残留農薬が基準に適合しているかを確認 163

簡易農薬検査
個別農薬の成分ではなく、人体危害につながる神経伝達に関する物質を阻害する成
分がないかを確認

605

ヒスタミン検査
マグロ、サンマなどに含まれるアミノ酸が細菌由来の酵素によって分解・生成され
るヒスタミンの量を確認

263

カビ毒検査 熱帯、亜熱帯地域等に分布するカビが産生するアフラトキシンを ELISA 法により確認 54
放射能検査（サーベイメータ） 核種特定はできないが、高濃度の放射性物質に汚染されていないかを確認 1,003
放射能検査（スペクトロメータ） 特定の核種（ヨウ素 131、セシウム 134、セシウム 137）について確認 820

食品添加物など化学物質にかかわる検査

検査項目 検査数
米鮮度判定検査 米に含まれる脂肪分の酸化度を測定し劣化した米が混ざっていないかを確認 151
卵鮮度判定検査 濃厚卵白の高さ、卵重量からハウユニットを測定 1,200

鮮度品質にかかわる検査

検査項目 検査数
クドア検査（顕微鏡検査） 養殖ヒラメの寄生虫を顕微鏡で確認（主に市販品調査） 24

その他の検査

65



学習会・情報発信

　食品の原料・産地偽装問題を受け、リスク対応として取引先を評価もしくは再評価する制度を整備しています。
組合員からの商品苦情や重大な商品事故、商品検査や取引先点検の結果等によって、食品の安全に対する姿勢や
対応能力を評価する基準を設けて、3ケ月ごとに評価会議を開催しています。評価結果に基づいて改善を要請し、
それでも十分な改善が見られない場合は商品取り扱い停止等の措置を講じることとしています。また、特に産地
の偽装などがおこなわれやすい商品群は評価の頻度を高めて、産地偽装や不適正表示の防止を図っています。

　日常的に寄せられる商品についての意見や苦情に対し原因の調査をすすめ、重大事故と疑われる事例が発生
した場合は、速やかに専務理事のもとに緊急対策本部を設置し、日本生協連、コープきんき事業連合と連携し
て緊急体制を敷き、「重大事故発生時の対応基準」に基づいて対応するよう定めています。

品質保証部の見学、ならコープグループ職員対象の、ならコープの食の安心・安全の取り組み、
苦情受付対応、表示などの学習会

59 回

組合員など対象とした食中毒予防などの学習会 11 回

●ならコープ商品の点検報告

●情報発信

●学習会活動

購買先 (再 ) 評価会議

重大事故発生時の対応

・商品苦情による申し出から、広く組合員にお知ら
せすべき内容は、広報誌の「あをがき」の今月の
質問のコーナーで毎月紹介しています。また、無
店舗利用組合員へは請求書裏面に、なるほどと思
う生活の情報「おしえて！コープさん」や、品質
保証部のおすすめレシピ「我が家の定番メニュー」
を紹介しています。

・2009 年 1 月から、商品検査の実績や組合員さんか
ら寄せられた特徴的な声を紹介する「商品検査＆
声だより」を毎月発行しています。2014 年 1 月か
ら「品質保証＆声だより」に変更し、工場や店舗
点検の様子なども加え、2016 年 1 月からは紙面を
リニューアルし、ならコープの食の安心・安全の
取り組みをお知らせしています。この内容は、な
らコープホームページへも掲載しています。

・商品苦情やご意見の中から、職員にも広く知って
頂きたい商品情報やトピックスなどを、品質保証
ニュースとして発行しています。

・10 月 27 日奈良県文化会館において、ならコープ
共栄会とならコープの共催で第 11 回取引先研修会
を開催し、取引先 75 社 96 名、ならコープ関係者
を含めて総勢 143 名参加がありました。基調講演
では、㈱鶏卵肉情報センター常務取締役 編集部長 
岩本嘉之氏から「HACCP および FSMS など国際的
な食品安全マネジメントシステムを取り巻く最新
情報」について非常にわかりやすく講演いただき
ました。その後、取引先である大山乳業農業協同
組合、㈱サラダコスモの 2社から自社の安心・安
全の取り組みの実践報告をいただきました。

　取引先点検は、取引先との合意のもとに確認し
た「商品仕様」通りに、原材料が使用されているか、
衛生的に製造されているか等を外部の検証業務の一
環として行うもので、その結果は取引先にとっても
有用な情報となります。
　新規及び既存の取引先の工場の衛生状態、防虫管
理状態、薬剤管理状態、製造工程、記録帳表の確認
等を実施し、必要に応じて改善を要請します。また、
検査結果や商品に対する申し出等により、製造者と
確認した再発防止策が実際に実行されているかどう
かも点検しています。

2015 年度は、60 社 75 回の取引先点検を実施しま
した。

取引先点検

店舗点検

2014 年度 2015 年度
農 産 品 関 連 3 3
水 産 品 関 連 2 3
畜 産 品 関 連 5 3
日 配・ 冷 凍 食 品 関 連 47 45
米・ 牛 乳・ 卵 関 連 9 10
一 般 食 品 関 連 8 10
合 計 74 75

高知県にある㈱小谷穀粉では「ならコープ はとむぎ茶ティーパック」が製造されています。
［実施したこと］
原料の確認については、国産はと麦と国産大麦を使用した商品であることから、原料の産地、放射性物質の検
査状況、残留農薬検査状況などに問題ないことを確認しました。また、製造工程にも問題はありませんでした。

「ならコープ　はとむぎ茶ティーパック」

ならコープの店舗 (10 店舗 ) の農産、水産、畜産、
惣菜部門の作業場の衛生状態や作業状況、また、
商品の表示方法や、表示内容に問題がないかを品
質保証部の職員が日常的に点検を行い、不備が
あった際には都度是正を行っています。2015 年
度は衛生状態や作業状況の点検を 55 回、表示の
点検を 142 回実施しました。

作業場（衛生状態）の点検

表示点検

我が家の定番メニュー

☆鶏もも肉 …………………………… １枚
☆CO･OPアイスコーヒー（無糖）…200cc
☆サラダ菜 ………………………… 適量
☆きゅうり ………………………… 1/2 本
☆プチトマト ………………………… ６個

[ 漬け汁 ]　 
・しょうゆ ……………… 大さじ2と1/2
・酒 ……………………… 大さじ1と1/2
・みりん , 砂糖 ……………… 各大さじ1
・酢 …………………………… 大さじ1/2

❶鍋に煮たてたアイスコーヒー (無糖)に鶏もも肉を入れ、弱火で10分程、
　肉をひっくり返しながら色よく茹でる。そのまましばらく置いておく。
❷別の鍋に漬け汁の材料を入れて煮立てる。
❸①の鶏肉を食べやすい大きさにそぎ切りにして、②の漬け汁に入れ、
　冷蔵庫で２～３時間漬け込んで味を浸み込ませる。
※一晩漬け込むと、より味が馴染む。
❹大皿にレタスと千切りしたきゅうりを敷き、鶏肉を中央に並べ、漬け汁を上からかけ、プチトマトを飾る。

〔 材　料 〕 ２人分

〔 作 り 方 〕

コーヒーで茹でて、
漬け汁に入れ冷やすだけ♪

簡単なのに、
まるで…

スモークチキン♥

品質保証部職員で作ってみました

サラダＤＥ珈
コーヒー

琲チキン サラダＤＥ珈
コーヒー

琲チキン 

おしえて！コープさん
なぜ、未開封のお米に虫がわくの？
どうしてカビが生えてるの？

Ｑ．

Ａ．米袋には破袋防止のための小さな空気穴があり
ます。未開封でも虫はその空気穴から、時には
米袋を食い破って侵入することがあります。
また、濡れたところに置いた場合は、水が滲み
カビが生えることも。
開封後も、気温が高いと虫が発生したり湿気の
影響で米にカビが生えたりと何かとトラブルが
発生しがちです。

Ｑ．

Ａ．

お米を
おいしく
食べるには…食べるには…

●湿気の少ない場所に保管する。
●なるべく１ヶ月前後で食べきれる量を目安に購入する。
●長期保存をされる場合は、プラスチックやペットボトル等の密
封容器を使用し、冷蔵庫や野菜室での保存がおすすめです。

米
おお
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HACCP推進活動

　平成 23 年度から奈良県食品安全・安心懇話会の後
援および奈良県関連部門の支援により、奈良県工業技
術センター（現 : 奈良県産業振興総合センター）と社
団法人　奈良県食品衛生協会（現 : 公益社団法人 奈良
県食品衛生協会）、ならコープの三者が共同して、主
に県内の食品企業を対象にした HACCP 研修会を開催
してきました。
　この取り組みを発展させた「奈良県HACCP 研究会」
が、平成 26 年 2 月に特定非営利活動法人として設立
しました。主な設立目的は、「奈良県食品企業の衛生・
品質管理水準のボトムアップを図る」、「奈良県食品監

　7月に奈良県産業振興総合センターにて、無料公開
講座として、HACCP 手法の基礎を学習する「HACCP
導入研修会 - 今なぜ HACCP が必要なのか -」を開催し
38 社 67 名 ( 行政関係者等含め 87 名 ) の参加がありま
した。
　奈良県自主衛生管理認証制度（通称 : ならハサップ）
スタートにより、取得条件の 1つである奈良県指定研
修の「HACCP プラン作成研修」を 8月～ 9 月にかけ
て 3日間実施しました。19 社 31 名の参加があり㈱味
の大和路での製造工程の見学、各グループでの危害分

　奈良県 HACCP 研究会は、引き続き官民一体となっ
た取り組みを行うことで、奈良県内食品企業の積極的
なHACCP 手法の導入・普及を図り、奈良県HACCP 自
主衛生管理認証制度の施行に備え、活動を進めてまい
ります。

特定非営利活動法人（NPO法人）奈良県HACCP 研究会

HACCP 研修会を開催

今後の活動予定

視指導計画に収載の HACCP 手法の普及・啓発の民間
における補完を図る」とし、事務局をならコープ品質
保証部が担っています。かねてから制定を求めてきま
した、奈良県 HACCP 自主衛生管理認証制度（通称：
ならハサップ）が平成27年7月1日に施行されました。
当 NPO 法人は、ならハサップを認証取得するための
条件の一つである指定研修を開催し、ならハサップの
取得の推進や運用面のフォローなどを行い、民間の立
場で普及・啓発を図り、県内の食品企業の衛生・品質
管理水準の向上を目指し取り組んでいます。

析や CCP の設定、管理基準、文書記録の作成などに取
り組みました。
2016 年 1 月にならハサップ認証取得にむけ、4日目の
HACCP プラン作成研修を実施しました。3日間の研修
を終え 3ケ月間のトライアル期間で自社の HACCP プ
ランを作成した企業10社が必要な資料・書類を持参し、
自社での取り組みについて、報告と質疑応答を経てア
ドバイザーから所見報告をおこないました。研修内容
に則した申請準備ができていると判断された企業には
修了証を発行しました。

　2016 度も、HACCP の基礎を学ぶ導入研修会と、認
証制度への申請に向け、食品工場の現場研修も実施し、
必要な知識、技術を習得できることを目指し、参加者
自らの事業所や製品における HACCP プランが作成で
きるよう研修会を開催します。

HACCP 導入研修会　 HACCP プラン作成研修

※ HACCP: 原料の入荷から製造・出荷までのすべての工程において、あらかじめ危害を予測し、その危害を防止する
ための重要管理点を特定して、そのポイントを継続的に監視・記録し、不良製品の出荷を未然に防ぐ、国際的にも認
められたシステム。

HACCP プラン作成研修 HACCP プラン作成研修

品質保証部門のあゆみ
1990 年
・田原本の物流センターに品質管理室設置
・微生物検査開始
1995 年
・田原本の統合支所開設に併せて、品質管理室を拡張移転
・食品添加物検査開始
1996 年
・奈良県工業技術センターの技術フォーラムで「ならコープの
HACCP 実践」を発表
2003 年
・総合品質保証部に機構変更（従来の機能に加えて「製造者管
理の一元化」「商品表示の適正化推進」「組合員意見の一元管
理」）

・奈良県工業技術センターの技術フォーラムで「ならコープフー
ドセーフティシステムの取り組み」を発表
2004 年
・第 8回地域保健全国大会で「ならコープフードセーフティシ
ステムの取り組み」を発表
2005 年
・アレルゲン検査、PCR 機器を導入し遺伝子組換え食品 ( 大豆 )
検査開始
2007 年
・品質保証室に機構変更（組合員の声推進部門を別部門での管
理に変更）

・PCR 機器による畜種判定検査開始
2008 年
・品質保証部に機構変更
・簡易農薬検査、ヒスタミン検査、アフラトキシン検査開始
・奈良県食品安全・安心懇話会専門部会委員として、奈良県の
食品企業の安全・安心取り組みにおける企業姿勢の在り方と
品質保証体制の確立に関する報告書「私たちが取り組む食の
安全・安心」作成にかかわる
2009 年
・ コシヒカリ ( 加工食品 ) の品種判定検査を開始
・農林水産省の「食品産業HACCP 等普及促進事業」の助成によ
る食品企業経営者のためのHACCP 研修「エグゼクティブワー
クショップ」を開催し、お取引先 17 社の経営層の参加があり、
食品をより安全に取り扱うための手法としてHACCP の導入が
必要であることをあらためて学ぶ
2010 年
・品質保証に機構変更
・7月にコープきんき事業連合と大阪いずみ市民生協が共同で運
用する商品検査センター “コープ・ラボ ”が和泉市に開設され、
ならコープの商品検査は、主に独自取扱商品や店舗商品に集
中し、より幅広い商品で実施できるようになる
2011 年
・ 放射性物質検査を開始
・ 奈良県工業技術センター、( 社 ) 奈良県食品衛生協会、なら
コープの共催で 7月と 11 月に研修会「食品衛生の基礎から
HACCP の実践までの挑戦」を開催。研修会を通じて奈良県内
の食品企業の従事者の衛生・品質管理を主とする知識・技術
の向上を目指し、奈良県内の食品企業の食品技術者リーダー
の育成を目的に企画され合計 80 名を超える参加があった

2012 年
・クドア ( 寄生虫 ) 検鏡検査を開始
・奈良県工業技術センター、( 社 ) 奈良県食品衛生協会、ならコー
プの共催で 7月と 11 月に研修会「こうすれば HACCP が導入
できる」を開催。研修会を通じて奈良県内の食品企業の従事
者の衛生・品質管理を主とする知識・技術の向上を目指し、
奈良県内の食品企業の食品技術者リーダーの育成を目的に企
画され合計 80 名を超える参加があり、次年度に研究会設立に
向け準備を開始

・奈良県消費生活センター主催の「食の安全安心講座」で流通・
販売業者としてならコープの取り組みを発表
2013 年
・品質保証部に機構変更
・農林水産省の補助事業として、奈良県産業振興総合センター
にて、( 公社 ) 奈良県食品衛生協会、ならコープの主催で 8月
に HACCP 導入研修会を実施し 55 名の参加があった。また、
8月 ~9 月にかけてコーヒー牛乳をモデルとして HACCP 指導
者養成研修会を 3日間開催し 30 名の参加があった

・2014 年 2 月にならコープ品質保証部を事務局として、特定非
営利活動法人奈良県HACCP 研究会が設立
2014 年
・品質保証部を同敷地内の物流センター 2階に移転
・特定非営利活動法人奈良県 HACCP 研究会による「HACCP 導
入研修会」を奈良県産業振興総合センターにて 7月に実施し
37 社 53 名の参加があった。また、8月 ~9 月にかけて「HACCP
責任者養成研修会」を実施し 22 社 32 名が参加し、㈱奈良コー
プ産業の「ひとくちいなり」の製造工程をモデルとして危害
分析・HACCP プランの作成を行った
2015 年
・特定非営利活動法人奈良県 HACCP 研究会による「HACCP 導
入研修会」を奈良県産業振興総合センターにて 7月に実施し
38 社 67 名（行政関係等含め 87 名）の参加があった。奈良県
自主衛生管理認証制度（通称 : ならハサップ）スタートにより、
取得条件の 1つである奈良県指定研修の「HACCP プラン作成
研修」を 8月 ~9 月にかけて実施した。19 社 31 名の参加が
あり㈱味の大和路での工場見学、各グループでの危害分析や
HACCP プランの作成を行った。その後、2016 年 1 月には認
証取得に向けた自社のHACCP プランの報告会を実施した。

2016 年度 5月撮影

109




